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犀墨言瓢言聾攣|

新宿」は立地を生かした独自の取り

組みだ。日本一のターミナル駅であ

る新宿駅周辺にて、困っていそうな

人に声を掛けたり、外国人観光客へ

の道案内をしたりするもの。積極的

に人とかかわることでコミュニケー

ション能力向上を狙いとしている。

外国人との会話では、実践的な語学 ・ることを知ることができた。その積

スキルが試される。英語圏以外の国 ．極性は野球にもつながっていると実

の方とも話をするために、さまざま 感した。

な国の言葉で会話のテンプレートを ： チームを率いる田久保裕之監督

作って準備をするなどの工夫も施し ・は新宿の OB。かわいい後輩であり、

た。何より、一歩踏み出して見知ら ： かわいい教え子である部員たちの頼

ぬ人に声を掛けることで世界が広が ：もしい成長を誰よりも喜んでいる。

令「野球にとどまらない、
私たちならではの取り組み」

芦i翌 発 売 ）
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第3回(6月号＝本号）
r野疇1ことど皇らない、
馳たちならではの取り纏み』
開冒未来高校（埼玉）
新宿高校（東東京）--
舅4回(7月号=6月17日発売）
『寧子■を目撞して』
松戸高校（千霙）
江戸JII高校（東東京）
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所在地：塙玉県加須市

スタッフ：伊東悠太部長葦監督
部員数 ：15人

全世界の高校生のために始動した
『高校生思い出プロジェクト』

東京都立新宿高等学校
所在地：東京都新宿区
スタッフ ：升田佳佑賣任敦輝、田久保裕之監督

郷員数： 23人（マネジャー3人）

野球を世界を広げる手段に！
独自の手法で進める「文武同道」

「全員野球、全力野球、全国野球」

のテーマの下、新宿は、日本一の文 ・ 

武同道の達成を目指し、日々励んで

いる。凋道．とするのは、野球と

勉強は一本の道、つまり、野球の成

長が勉強につながり、勉強の成長が

野球につながるとの信条からだ。

実践するのは誓段の練習や勉強、

野球の誓及活動など、さまざまなこ

とが自分たちを成長させると考え

る「万事練冒Jの態度。他校に比ペ

て練習時間は少ないが、食事、睡眠、

自主練習、自主学習など、すぺて勝

利につながるものだととらえて、練

誓できない時問までも「チームが勝

っための時問」にすることで、野疎

にかかわる時間の絶対量を確保する。

「一日のすぺてが勝つための練習！」

という心持ちだ。

その取り組みは多岐にわたる。例

えば、「新宿ペースポールアカデミ

ー」はヽ J学生を対象とした誓及活動。
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部員の出身チームを中心に高校へ招

き、高校生がコーチとなって、練習

からゲーム形式まで、さまざまな形

で野球の技術や楽しさを伝える。子

ども相手では咄唱の対応が難しいと

感じることもあるが、おかげで、先

を読んで行動したり、場を回す力が

身についたりしたと実感した。また、

これと並行して小学生に勉強を教え

る「勉強会」や、保護者や指導者向

けにマネ ジャーが行う 「スコア請

習」、専門家を招いて行う「トレー

ニングと障害予防、栄養請座J、部

員の母親による「高校野球相談会」

なども行っている。

高校野球連盟の主催で 2019年

度から行う「幼児向けTポール教室」

も普及に一役買う。昨年度は、新型

コロナウイルスの影響で、前年とは

異なる「出張版幼児向け Tポール

教室」として密にならない河川敷で

感染対策に留意して開催した。「「コ

ロナのせいでJと今まで取り組んで

きたことをあきらめずに開催できて

よかった」と感じている。

さらに、il!!l或密着活動「WELCOME

開智未来は今年開校 10周年を迎

えた進学校。勉強と部活はつながっ

ているという「文武一体」の実現を

目指し、各々の得意分野を伸ばすプ

ログラムや自主的に勉強する環境が

整えられており、教育目標の「国際

社会に貢献する心豊かな創造型、発

信型リーダーの育成」のため、さま

ざまな場面で自主性が発揮される。

硬式野球部は、創部5年目と歴史

はまだまだ浅いが、世界一周を経験

した伊東悠太部長兼監督の下、野疎

を通じて「世界平和に貢献できる力」

を育むために、日々新しいことに挟

毀している。「いざとなった時、動

くことができる人になりなさい」と

教えを説く伊東監督の実践力が手本

となる。

例えば、 2020年5月20日、第

102回全国高校野球選手権大会の

中止が発表された際には、マネジャ

ーが「幻の 102回、甲子園モザイ

クアート」を企画。高校野球にかか

わる人たちの写真を伎用して制作し

た。さらに、全国のマネジャーから

エール動画を集めて発信。すべての

高校生遺手に励ましを届けた。

2度目の緊急事態宣言下では、幾

度かのミーティングを重ね、「今が、

（伊東監督が常々言っている）「いざ

となった時Jなのではないか」とい

う声が、部員から上がった。そして、
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「新型コロナウイルス感染拡大の影 ！ 今回のプロジェクトでは、不可能

響によって実施不可能になった修学 ： を可能に変える「発想の転換Jに加

旅行をなんとかしてやりたい」「全 ： えて、一歩踏み出す行動力とそれを

国の高校生が参加できるものを企画 ：夢物語で終わらせない実践力を育む

したい」と考え、企画したのが「高 ： ことができたと感じている。伊東監

校生思い出プロジェクトJだ。 ：督は「止まってしまいそうなチーム

それは、ホームページに写真や ：がまた動きだした」と充実ぷりを口

30秒以内の動画を掲戴することで、 ：にし、「いつか世の中に出てからも

高校生が全国、世界の人々に、自分 ：活躍してもらいたいと思っていま

のペストスポットや地域の人しか知 i す」とわが子のように見守っている

らない魅力を伝えていくもの。 ； 11人の部員に期待の言葉を掛けた。

新型コロナウイルス禍では、修学 i青蕃の1ページを残すためにさま

旅行を含むさまざまな行事が実施で ； ざまな取り組みを企画立案・実行し

きなくなったり縮小したりした。「行 ；てきた開智未来野球部は、今日も「世

き場のない喪失感にさいなまれてい ；界平和に貢献すること」を目指し、

るのは、日本の高校生だけではない。 ［自分たちならではの高校野球に励ん

世界の高校生もまた同じ状況に置か ： でいる。

れていることだろう。世界中の高校 : r冨記口い出元ジェクトJ(公式HP)I甕
生と一つになれる機会をつくりたい。 ：hnps://叩珀江心oomll<aichlmo『al.

: od.jp/z,rt直C炉 'll,E3'll,BJ'll,韓 'll,E

私たちの一野球部だけではなく一高 ： 3".83'll,BC..e咋印%AO

校生として、多くの高校生と

「高校生思い出プロジェク ト」

を通して、今しかできない青

春の 1ページをつく りたい」

と考え企画・実行した。「高

校野球に取り組む環境が新型

コロナウイルスの影響で餞ら

れている中でも、高校生の輝

く機会や、出会いを生み出す

場所をこのプロジェクトを通

して提供できたらいいなJと ▲墓校＂輝 にかかわる人たちの零翼を町いてm慮した「幻の10211.

いう思いだ。 ●子■モザイクアートJ

リポート／高木●夢写真提供／野双まt
びヽラボ、 開曾未来高校、斬宿高校
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